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この場合の M とは、すでに対象として与えられた世界としての mass である。そしてそこに加わる x が、
与えられた世界全体 M に対する態度を決定する。この意味で M は 「定められ」ていない。すると、与えら
れた M に対して決定論的悲観論的な態度をとることで決定されるがままそこに身を任せるか、それとも M
を変化させることを信じて行動することで M をも変えて行くか、という違いがそこで生じることになる。 
つまり世界の全体は M＋x で成り立っており、M について態度決定する x によって、M＋ｘは変化するこ
126  宇宙はなぜ多元的であり得るか―プラグマティズムの真理論を参照して― 
とになる。これは自由意志の問題に示唆的な考え方である。それでも、M に組み込まれないｘとは何か、そ
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